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Abstract: Kikai- Island is located about 350km south of the main island of Kyushu, 
and seems to be the endemic area of ATL virus as well as strongyloides infection. 
Total 40 inhabitants in Kikai—Island were tested by polyethylene tube stool cultivation 
method, and 57.5% of the persons were found to be positive in strongyloides infection. 
We assayed ATLA antibody titer among these persons, and reported that 47.8% of 
strongyloides carriers, whereas only 17.6% of non- carriers had positive antibody to 
ATLA. Then, we compared the antibody titer against strongyloides antigen between 
positive and negative porsons of anti- ATLA among groups of strongyloides —carriers 
and non— carriers. However, any relationship in antibody titer between these persons 
could not be observed in this study. On the other hand, patients with filariasis had 
been commonly observed until 1975 in Kikai—Island. We also examined both antibody 
titers of filaria antigen and of ATLA in persons of Kikai— Island, in order to study the 
possibility of the past filarial infection as a possible risk factor for ATLV infection. We 
obtained the results that the filarial antibody titer of ATLV —carriers was always higher 
than that of non 一 carriers, suggesting that filarial infection in the past as well as 
strongyloides infection in the present might have some promoting effects on ATLV in- 
fection and/or ATLV proliferation. 
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成人 T 細胞 白血病 (ATL) は , 日 本 の 九州 , 四 
国 の 南西 部 , 台湾 の 一 部 , カリ プ 海 諸島 お よび 中 央 
アフ リカ に 集積 し て お り , その 集積 地 に 一 致 し て , 
ATL ウイ ルス (ATLV) の 感染 者 (healthy car- 
rier) も 集積 し て いる こと が 明らか に され て いる . 
日 本 に お いて は , その 集積 の 度 含 い が 過 去 の フィ ラ 
リア 調査 に お ける フィ ラリ ア 仔 虫 保有 の 分 布 と は と 
ん ど 重 な る と ころ か ら , 過去 の フィ ラリ ア 感 染 が , 
ATLV の 感染 の risk factor の 一 つ に 考え ん られ る 
に 至っ た . そし て 我々 は , 長崎 県 五島 の 2 部落 に お 
ec, これ ら の 可能 性 に つい て 実証 し, すでに 報告 
し た (藤田 ら : 1983; Tajima et al., 1983). 

一 方 , 義 線 虫 症 が 沖縄 県 を 中 心 に 増加 の 兆し を 見 


せ て き て いる . 状 線 虫 症 は 日 和 見 感染 症 の 一 種 に 属 : 


し , 悪性 リン バ 腫 な ど 著 し い 免 疫 低下 を きた す 疾 加 
の も と で 重症 化し た 例 が 多数 見 られ る 一 方 , SERI 
感染 の 慢性 の 経過 中 に , 逆 に 悪性 リン パ 腫 か 発現 す 
る 例 も し ば し ば 観察 され て いる (高良 ら , 1980). 
また , Nakada et al. (1984) は 沖縄 の 糞 線 虫 感 染 
者 の 間 で . 有意 に 高 率 に ATLV の 感染 者 が 検出 
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Fig. 1. Location of Kikai-— Island in 
Kagoshima, Japan 
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され る こと を 明らか に し た . 我々 も 同様 の 沖縄 の 調 
査 で , 対照 者 の 20.5% が ATLV に 感染 し て いる 
の に 反し , 糞 線 虫 感染 者 で は 57.8% が ATLV に 
感染 し て いる こと を 明らか に し , その 理由 か 宿主 の 
免疫 機能 の 低下 , と くに T 細胞 機能 の 低下 に ある 
こと を 報告 し た (Fujita @ al., 1985). 

以上 の よう に , 過去 の フィ ラリ ア 感 染 お よび 現在 
の 糞 線 虫 感染 が , ATLV の 増殖 に 何ら か の 関連 で 
関与 し て いる こと が 充分 考え 々 られる. そこ で , 今回 
は 過去 の フィ ラリ ア 流 行 地 で あっ て , し か も 現在 の 
糞 線 虫 流行 地 で ある 鹿児島 県 ・ 府 界 島 に お いて , m 
線 虫 感染 と ATLV 感染 と の 関連 を 求め た の で 報 
告 する . | 


調査 方 法 な ら び に 実験 方 法 
調査 対象 と な っ た 喜界 島 は , 鹿児島 県 奄美 郡 に 属 
L, 奄美 大 島 よ り 北 東 25km, 隆起 サン ゴ 礁 の 周囲 
40km の 小さ な 鳥 で ある (Fig. 1, Fig. 2). AH 
1 万 1 千 人 で ある が , 糞 線 虫 症 の 調査 を し た 人 数 は , 
38 才 以上 75 才 まで の 男性 21 名 , 女性 19 名 の 計 40 名 で 
ある . そ れ ら の 住民 か ら 血 清 お よび 芝 便 を 採取 し た . 
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血清 に つい て は , ATLV に 対す る 抗体 (ATLA 
抗体 ) を 免疫 酵素 抗体 法 (エー ザイ E—0733 キッ 
HR) で 調 ら べ , また , フィ ラリ ア 抗 体 価 を 犬 フィ ラ 
リア 成虫 を 抗原 と し て , 義 線 虫 抗体 価 を ネズ ミ 開 線 
虫 幼虫 を 抗原 と し て , それ ぞ れ , 前 報 (藤田 ら , 1986) 
に 輝 じ て 免疫 酵素 抗体 法 で 測定 した. 糞便 に つい て 
は , 遠心 沈 淫 法 (ホル マリ ン ・ エ ー テ ル 法 ) に よっ 
て 寄生 虫 卵 の 検出 を 試み た 他 , ポリ エチ レン チ ュー 
プ 注 紙 培 養 法 (28C で 10 日 間 培 養 ) に て 1 人 あたり 
3 本 , 2 度 に 分 け て 実施 し , 糞 線 虫 検 策 を 行なっ た . 


ioo m 
ERREZ ATLA 抗体 陽性 率 

3 日 間隔 で 2 度 に わた り , 1 人 あたり 3 本 の ポリ 
エチ レン チュ ー ブ に よっ て 泌 紙 培養 し た . そし て , 
v3 MOT .—7CEBo7,H772faB» 
見 出さ れ た 人 を 工 線 虫 陽性 者 と し た . 糞 線 虫 陽性 者 
は 40 名 中 23 名 (57.5%) に 達し た . 男性 は 21 名 中 13 
名 (61.9%), 女性 は 19 名 中 10 名 (52.694) が それ 
ぞ れ 陽性 と な っ た が , 男性 の 方 が 尊 分 高い 陽性 率 を 
示し た . これ ら の 義 線 虫 陽性 者 に 対し て , サイ アベ 
ンダ ゾー ル を kg あたり 50 mg 連続 3 日 間 投与 
L, 投与 後 1 週 お よび 1 ヶ月 の 検便 を 行 た な っ た と こ 
D, 2 名 は 依然 と し て 陽性 で あっ た が , 残り 21 名 は 
陰 転 化し た . な お , これ ら 住 民 に つい て , ARA 
外 の 腸管 寄生 虫 の 寄生 は 見 られ な か っ た . 

一 方 , 彼ら の ATLA 抗体 陽性 率 は , 全体 で 35.0 
% (40 名 中 14 名 ) に な っ た . 男性 の 陽性 率 は 28.6 
26 (21 名 中 6 名), 女性 は 42.1% (19 名 中 8 名 ) で , 
これ まで の 調査 と 同様 に 女性 の 陽性 率 が か な り 高 か 
っ た . 糞 線 虫 感染 者 の ATLA 抗体 陽性 率 は 
Table 1. に 示す よう に , 義 線 虫 感染 者 で は 47.8% 
(23 名 中 11 名 ) で ある の に 反し , 非 感染 者 で は 17.6 
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% (17 名 中 3 名) し か ATLA 抗体 が 陽性 に な ら 
な か っ た . この 現象 は , 男性 お よび 女性 の いずれ の 
場合 に も 観察 され , 我々 が 報告 し た よう に 
(Nakada et al., 1984; Fujita et al., 1985) 3& 
線 虫 感染 者 の ATLA 抗体 陽性 率 が , 非 感染 者 の 
それ に た 比べ 有意 に 高く な る こと が 確認 され た . 
ATLA 抗体 陽性 者 の フィ ラリ ア 抗 体 価 

| 奄美 群島 概況 , 昭和 56 年 度 版 」 に よる と , 1975 
年 度 の フィ ラリ ア 調 査 に お いて , 喜界 島 住 民 の うち 
2 名 に ミク ロフ ィ ラ リア が 検出 され て いる . し か し , 
1977 年 以降 に は , 全く 陽性 者 が 認め られ て いな い . 
今回 , 糞 線 虫 の 調査 対象 の 40 名 は いずれ も 喜界 島 で 
生ま れ , 当地 で 育っ た 人 達 で ある 。 こ れ ら の 人 々 の 
フィ ラリ ア 抗 体 価 を ATLA 抗体 陽性 者 と 陰性 者 
に 分 け て 表示 する と , Fig 3 の よう に な っ た . X 
か ら 明 ら か な よう ら うに, ATLA 抗体 価 陽 性 者 
(ATLV carriers) の フィ ラリ 7 抗体 価 は , 男女 と も , 
陰性 者 (ATLV non-carriers) に 比べ 高く な っ て 
お り , と くに 女性 の 場合 は , 危険 率 5 % 以 下 で 有意 
に 高く な っ て いた . この 成績 は , 我々 が 先 に 報告 し 
た 知見 (藤田 ら : 1983, Tajima e£ al., 1983) と 同 


_ 様 で ある . 


ATLA 抗体 陽性 者 の 糞 線 虫 抗体 価 

次 に , 開 線 虫 抗体 価 を , ATLV 感染 の 有無 お よ 
び 糞 線 虫 感染 の 有無 と に 区 別して 相互 に 比較 し た . 
Fig. 4 に 示す よう に , フィ ラリ ア 抗 体 の 場合 と 違 
っ て , 義 線 虫 抗体 と ATLV 感染 者 お よび 非 感染 
者 と の 間 に 一 定 の 関係 は 得 ら れ な か っ た . 糞 線 虫 感 
染 者 の 糞 線 昌 抗 体 は , ATLV carrier の 男子 を 除 
いて , 非 感染 者 に 比べ て いずれ の 場合 も 高く な っ た . 
し か し , それ ら を ATLV carrier と non 一 carrier 
に 分 け て それ ら の 相互 問 で 比較 する と , 各々 の 組み 
合せ ほお いて 一 定 の 関係 を 見 る こと が で き な か っ た . 


Table 1. Sex specific positive rates of anti ATLA 
among strongyloides —carriers and non- carriers 


m M MM 


Strongyloides — carriers 


Males Females Total 
5/13 6/10 11/23 
(38. 5%) (60. 0%) (47. 8%) 


Non — carriers 


Males Females Total 


1/8 2/9 - 87 
(12. 596) (22. 2%) (17.698) - 
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Anti-filarial Ab 


ELISA 
Ab titer 


Total T 


Number 14 26 6 15 
Fig. 3. Sex specific filaria antibody titer among persons with positive 


ATLA antibody and negative ATLA antibody. 
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Fig. 4. Sex specific strongyloides antibody titer among persons with positive ATLA 


antibody and negative ATLA antibody. 


ATLV 感染 者 お よび 糞 線 虫 感染 者 の フィ ラリ ア 抗 
体 価 

ATLV 感染 者 の フィ ラリ ア 抗体 価 は , 非 感染 者 
に 比べ 有意 に 高く な る の に 反し , 糞 線 虫 抗体 価 は , 
一 定 の 関係 が な いこ と が 以上 の 研究 に よっ て 判明 し 
た . フィ ォ ラ リア と 工 線 虫 は , いずれ も 線 虫 類 で あっ 
C, 免疫 反応 に お いて 類 属 反 応 が 見 られ る も の と 想 
像 され る の で , 工 線 虫 の 感染 者 と 非 感 染 者 に 分 け て 
フラ テラ リプ 抗体 価 を 比較 し た . その 結果 , Fig. 5 
に 示す よう に , 工 線 虫 感染 者 と 非 感 染 者 と の 間 て で , 
フェ ォ ラ リア 抗体 価 の 差 は ほとん ど 見 られ な いこ と が 


わか っ た . つま り , フォ ラリ ア と 葉 線 虫 と の 間 に は , 
考え られ て いる ほど 類 属 反応 が 強く 起 っ て いな いこ 
と が 観察 され た . し か し , この 研究 で 注目 すべ きこ 
と は , いずれ の 組み 合せ に お いて も ATLV car- 
rers の フィ ラリ ア 質 体 価 が 常に non 一 carriers の 
抗体 価 よ り 高 くだ な っ て いる と と で ある . LSE, 女 _ 
子 の 場合 に その 差 が 著 る し いこ と が 注目 され る . M 
上 の 結果 より , フィ ラリ ア の 抗原 刺激 が ATLV 
の 感染 や 増殖 に 何ら か の 関連 を 有 し て いる こと か が 充 
分 考え られ る . 
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Fig. 5. Filaria antibody titer according to the strongyloides infection among persons 
with positive ATLA antibody and negative ATLA antibody. 


考 EX 

HABILESO To AARE, 人 
の 出入 り は 一 部 の 学校 や 役場 の 職員 を 除い て ほとん 
ど な く , 住民 は 昔 か ら の 居住 者 が ほとん ど で あ る . 
島 の 産業 は さと うき び 栽 培 が 主 で , 漁業 は わずか に 
し か 行なわ れ て いな い . し た が っ て , 住民 が 魚 を 食 
べ る こと は それ は ほど 多く な く , な むしろ ヤギ 肉 を 食べ 
る こと が 多く , その 他 は ほとん ど と 輸入 品 を 食べ て い 
る の が 現状 で ある . この 喜界 島 で 閥 線 虫 の 流行 が みみ 
られ る が , 今回 , その 感染 率 が 57.5% に 達し た と い 
2 こと は 驚く べき こと で ある . 彼ら の 臨床 症状 を 詳 
細 に 調 ら べ る と , 全身 供 訪 感 , 腹部 膨満 感 , 腹 鳴 な 
と が ある 位 で , 症状 は 比較 的 軽微 で , な か に は 全然 
目覚 症状 の 見 られ な い 者 も 数 人 見 出さ れ た だ. 彼ら は , 
数 人 の 役所 勤め を 除い て , ほとん ど が さと うき び の 
栽培 に 従事 し て いる が , 裸足 や 素手 で 作業 する 人 は 
な く , 畑 線 虫 の 感染 が 現在 も 盛ん に 行なわ れ て いる 
気配 は 見 られ な か っ た . 恐らく , 彼ら は , 糞 線 虫 の 
目 家 感 染 を 長年 の 間 繰 返し て 現在 に 至っ て いる 慢 件 
患者 で あろ うと 考え られ る . 

この 慢性 糞 線 虫 患 者 に ATLV の carrier が 有 
意 に 多い こと は , 今回 の 調査 で も 明らか と な っ た . 
XR RR ATLV の 感染 や 増殖 に 関与 し て い 
る こと は 確実 で ある . 

何故 , 葵 線 虫 感染 者 に は ATLV carrier が 高 率 
に 見 出さ れる の で あろ うら か. その 原因 に つい て は 現 
在 ま で 明確 に され て いな い . Fujita et al. (1985) 
は , RERNE — ATLV の carrier と 


non 一 carrier 詞 分 け て その 免疫 反応 を 比較 し た 結 
A, 宿主 の T 細胞 機能 が 低下 傾向 に ある 宿主 に 糞 
線 虫 感染 が 見 られ , 工 線 虫 感染 者 の うち ATLV 
carrier は さら に 細胞 機能 が 低下 傾向 に ある こ 
と を 報告 し て , 宿主 の T 細胞 機能 の 低下 が 
ATLV お よび 糞 線 虫 の 感染 に 関係 し て いる の で は 
な いか と 説明 し て いる . 事実 , レト ロウ イル ス に 感 
ALI T 細胞 は , 正常 な T 細胞 の 免疫 機能 を 欠 
如 さ せる と いう 報告 が 多い . Trainin et al. (1983) 
は , ネコ 白血病 を 発現 させ る レト ロウ イル ス で 感染 
せ さ た ネコ ュ は , その 免疫 反応 を 著 る し く 低 下 し て い 
る こと を 報告 し て いる . Essex et al. (1984) (i, 
ATLV の 感染 も 同様 に 正常 の T 細胞 機能 を 障害 
する の で は な いか と , 彼 の 疫学 調査 の 結果 か ら 推 論 
し て いる . また , Popovic et al. (1984) (X, im 
vitro で ATLV を helper T 細胞 や cytotoxic T 
細胞 に 直接 感染 させ , 免疫 反応 が 低下 する こと を 観 
祭 し て お り , ATLV に 感染 し た T 細胞 は , 宿主 
に 免疫 不全 状態 を 誘導 し , polyclonal な B 細胞 活 
性 化 を も た ら す 可能 性 を 指摘 し て いる . 彼ら は T 
細胞 に 親和 性 を 有する レト ロウ イル ス は , 大 な たり 小 
な り , 後天 性 免疫 不全 症候 群 と 呼ば れる よう な 臨床 
病理 的 変化 を 宿主 に も た ら す の だ と 述べ て いる . 以 
上 の こと を 考慮 する と , ATLV が まず T 細胞 に 
RGRULC T 細胞 機能 を 障害 する . そし て , その よ ょ 
2 な 状態 の 宿主 に は , 糞 線 虫 の 感染 が 容易 に 起こ る 
の だ と いう 説明 も , 充分 説得 力 を 持つ も の と 思わ れ 
る . 


298 


一 方 , 義 線 上 の 持続 感染 が 宿主 の 免疫 能 を 変化 さ 
せ , その 結果 , ATLV の 感染 や 増殖 を 容易 に させ 
る と いう 考え 方 も 最近 出現 し て きた . 佐藤 (1986) 
は , 沖縄 県 の 糞 線 虫 感染 者 の 免疫 反応 を 詳細 に 分 析 
L, 工 線 虫 患者 の リン パ ペ 球 は , mitogen に 対す る 
幼 若 化 反 応 に お いて 活性 低下 が 見 られ る の に 反 し , 
= spontaneous な リン パ 球 の 増殖 は ぢ し ろ 活 性 化 さ 
れ た 状態 に ある こと , IL-2 EREDA ECE 
し て いる こと な ど を 報告 し て いる . 役 に よ る と , € 
線 虫 感染 者 に ATLV の carrier が 多い 理由 と し 
て , 糞 線 虫 の 慢性 感染 を その 原因 と し て あげ て いる . 
彼 は , 糞 線 虫 の 慢性 感染 の 経過 中 に 宿主 が 免疫 変調 


を きた すこ と が その 原因 で ある と 述べ て いる . す な 


bb, 糞 線 虫 の 慢性 感染 は 宿主 の リン バ 球 の 持続 的 
な 増殖 を うな が し , それ が T リン バ 球 に 親和 性 を 
有する ATLV の 感染 を 容易 に 成立 させ て いる と 
考え て いる . また , リン ズバ 球 の 自発 的 な 活性 増強 の 
状態 が 持続 する あこ と に よっ て , 二 次 的 に リン バ 球 の 
機能 的 疲 苑 を も た らし , ATLV に 対す る 感染 防御 
免疫 の 低下 を 導い て いる 可能 性 も 充分 考え られる. 
EAR REA ID ASC, 過去 の フィ ラリ ア 感 染 る 
ATLV の 感染 や 増殖 に 関係 し て いる こと が , 今回 
の 調査 で も 明らか と な っ た . この 成績 は , 我々 が 先 
に 長崎 県 五島 で 得 た 成績 と 同様 で ある GEH, 
1983; Tajima e? al. 1983). すなわち , フィ ラリ 
アァ 抗体 価 の 高い 個体 ほど , ATLV に 感染 し て いる 
割合 が 有意 な 直線 関係 で 増加 し て ゆく と いう 知見 で 
ある . 過去 , 742) 7 0gJXWNC-ER DR LEER L7 
と 思わ れる 個体 ほど ATLV に 感染 し て いる 割合 
が 多い と いう 事実 が , 今回 の 豆 界 島 の 調査 で も 明 ら 


aii 


か に され た こと は , 開 線 虫 感染 の 場合 と 同様 , 興味 
ある こと で ある . フィ ラリ ア 感 染 は , 宿主 の 細胞 性 
免疫 能 の 低下 を 導く こと (Kawa and Mak, 1980) 
の 他 に , 宿主 の suppressor T 細胞 の 数 を 増加 さ 
せ , helper T 細胞 の 数 を 減少 させ る と いう 報告 
(Piessens et al., 1982) が あり , し か も B 細胞 
に は 影響 を 与え ず , T 細胞 の み に 作 用 し , その 機 
能 低下 を 導い て いる 報告 (Haque et al., 1981) な 
ど , フィ ラリ ア 感 染 が 宿主 の T 細胞 に 影響 を 与え 
て いる と いう 報告 が 最近 多く 見 られ る . ATL は , 
T リン パ 球 の うら も helper/inducer の 表面 マー カー 
を 持ち , Juvenil arthritis の 自己 抗体 に 反応 し , B 
細胞 を suppress する よう な 特殊 な T 細胞 が 腫瘍 
化し た も の で ある . この 特殊 な 細胞 に 親和 性 を 有 す 
る レト ロウ イル ス と 糞 線 虫 や フィ ラリ ア と いう 線 眼 
感染 が , どの よう な 関係 で 影響 し 合う のか, 今後 , 
解明 すべ き 重 要 な 課題 で ある . 


結 A 

旧 フ ィ ラ リア 流行 地 で あっ て , し か も 現在 の 糞 線 
虫 流行 地 で ある 鹿児島 県 喜界 島 に お いて , それ ら の 
線 虫 感染 と ATLV の 感染 を 相互 に 比較 し た . Bh 
査 し た 40 名 の 住民 の 57.5% が 糞 線 虫 に 感染 し て い 
i また 開 線 虫 感染 者 は , 対照 群 に 比べ て 有意 に 高 
率 に ATLV に 感染 し て いた . また , ATLV 感染 
者 の フィ ラリ プア 抗体 価 は , 非 感染 者 より 明らか に 高 
い 値 で あっ た . 以上 に より , 過去 の フィ ラリ ア 感 染 
お よび 現在 の 糞 線 虫 感染 が ATLV の 感染 や 増殖 
に 何ら か の 影響 を 与え て いる こと が 判明 し た . 


a 


この 調査 に あたっ て 協力 いた だ いた 喜界 島 在住 の 前 川 秀幸 医師 は じ め 喜 界 島 役 場 の 衛生 部 の 
方 を 々 に 心 よ り 感 謝 致 し ます . また , 島 の 歴史 や 環境 調査 に は , 得 本 維 宗 夫 氏 の 絶大 な 協力 を 得 
まし た . 感謝 の 意 を 表し ます . な お , この 研究 は , 昭和 60 年 度 , 61 年 度 文部 省 科 学研 究 費 ( 研 
究 課 題 番号 60570175) お よび , 昭和 60 年 度 , 61 年 度 文部 省 特 定 研 究 費 よ り 補 助 を 受け て な さ 
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また , 昭和 61 年 度 , 62 年 度 , 63 年 度 日 産学 術 研究 助成 金 「 島 順 人 間 居 住 賠 の 可能 性 


と 限界 一 西海 島 別 に お ける 生態 系 の 変容 と 健康 と の 交 絡 一 」 (代表 : 竹本 泰一郎 ) の 一 部 より 
援助 を 受け て な され まし た . 記し て 感謝 の 意 を 表し ます . 
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